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現
在
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
滞
留
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
日
本
関
係

船
舶
は
、
日
本
籍
船
５
隻
を
含
む

59
隻
（
日
本
船
主
協
会
関
係
船
舶

45
隻
含
む
）
で
あ
り
、
日
本
人
船

員
24
名
を
含
む
１
４
０
０
人
以
上

の
船
員
が
乗
船
し
て
い
る
。

る
国
土
交
通
大
臣
宛
て
の
申
し
入

れ
を
行
い
、
船
員
な
ら
び
に
船
舶

の
安
全
確
保
に
向
け
た
政
府
対
応

を
強
く
求
め
た
。

「中
東
地
域
の
安
全
に
関
す
る

官
民
連
絡
会
議
」
で
の
要
請

　
３
月
６
日
に
は
政
府
（
内
閣
官

房
：
国
家
安
全
保
障
局
・
国
家
危

事
局 

外
航
課
）
お
よ
び
民
間
の

関
係
団
体
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た

「
中
東
地
域
の
安
全
に
関
す
る
官

民
連
絡
会
議
」
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
省
庁
が
所
管
し
、
入
手
し

た
情
報
提
供
等
が
行
わ
れ
た
。

　
関
係
団
体
か
ら
は
、
石
油
関
連

団
体
よ
り
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
お
い

て
、
日
本
の
元
請
が
用
船
し
て
い

る
船
舶
が
相
当
隻
数
出
ら
れ
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
事
や
、
船
主

団
体
か
ら
は
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に

滞
留
し
て
い
る
船
舶
隻
数
の
政
府

へ
の
情
報
共
有
お
よ
び
３
月
１
日

に
、
国
土
交
通
大
臣
な
ら
び
に
外

務
大
臣
宛
て
に
要
望
書
を
提
出
し

た
こ
と
に
つ
い
て
の
報
告
と
と
も

に
、
船
舶
の
乗
組
員
の
安
全
を
第

一
に
考
え
、
政
府
に
は
適
時
適
切

な
情
報
提
供
と
乗
組
員
の
安
全
確

保
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
の

要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
本
組
合
か
ら
は
、
ペ
ル
シ
ャ
湾

内
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
船
員
の

命
を
最
優
先
に
考
え
、
政
府
を
あ

げ
て
対
応
す
る
よ
う
要
請
し
①
乗

組
員
の
陸
路
で
の
安
全
な
国
へ
の

退
避
経
路
の
確
保
②
各
船
へ
の
物

資
供
給
体
制
の
確
立
③
日
本
政
府

か
ら
関
係
船
舶
・
運
航
会
社
へ
の

正
確
か
つ
即
時
の
情
報
提
供
を
強

く
要
請
し
た
。

　
３
月
16
日
の
参
議
院
予
算
委
員

会
に
お
い
て
は
、
本
組
合
の
政
治

参
与
で
あ
る
徳
永
エ
リ
議
員
と
同

じ
く
立
憲
民
主
党
の
広
田
一
議
員

か
ら
、「
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
留
ま

っ
て
い
る
船
員
に
つ
い
て
、
状
況

が
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
の
退
避

方
法
や
、
現
状
に
お
い
て
の
水
・

食
料
・
燃
料
な
ど
の
供
給
体
制
を

検
討
す
べ
き
」
と
し
て
政
府
に
対

国
土
交
通
大
臣
へ
の
申
入
れ

　
３
月
２
日
、
国
土
交
通
省
海
事

局
を
通
じ
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
い

る
船
舶
な
ら
び
に
乗
組
員
の
安
全

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関

し
、「
イ
ラ
ン
情
勢
を
踏
ま
え
た

航
行
船
舶
の
安
全
確
保
」
に
関
す

機
管
理
室
、
外
務
省
：
総
合
外
交

政
策
局 

安
全
保
障
政
策
課
・
中

東
ア
フ
リ
カ
局 

中
東
第
二
課
・

経
済
局 
資
源
安
全
保
障
室
、
防

衛
省
：
統
合
幕
僚
監
部
、
海
上
保

安
庁 

総
務
部 
危
機
管
理
室
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁 
資
源
・
燃
料

部 

政
策
課
、
国
土
交
通
省
：
海

し
、
早
急
な
対
応
を
求
め
た
。

　
３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
国
民

民
主
党
の
安
全
保
障
調
査
会
お

よ
び
３
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
中

道
改
革
連
合
・
立
憲
民
主
党
・
公

明
党
の
合
同
国
土
交
通
部
会
に
は
、

本
組
合
か
ら
も
出
席
し
、
そ
れ
ぞ

れ
各
党
所
属
の
衆
参
両
院
議
員
の

方
々
に
対
し
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
内
に
取

り
残
さ
れ
た
各
船
の
実
情
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
国
に
よ
る
船
員

の
命
を
守
る
為
の
早
急
な
対
応
が

な
さ
れ
る
よ
う
重
ね
て
要
請
し
た
。

　
３
月
23
日
に
は
「
ペ
ル
シ
ャ
湾

に
お
け
る
日
本
関
係
船
舶
お
よ
び

船
員
の
安
全
確
保
並
び
に
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
の
安
全
航
行
確
保
に
関
す

る
提
言
」
と
し
て
、
国
民
民
主
党

か
ら
木
原
稔
内
閣
官
房
長
官
に
対

し
、
申
し
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
提

言
の
内
容
は
、

⑴　
関
係
国
と
の
外
交
交
渉
を
積

極
的
に
進
め
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の

航
行
の
自
由
を
確
保
す
る

⑵　
船
員
及
び
船
舶
の
保
護
に
関

す
る
支
援
及
び
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

構
築

⑶　
船
員
退
避
計
画
の
策
定
及
び

船
員
の
避
難
拠
点
の
確
保
と
運
用

⑷　
船
舶
の
保
全
お
よ
び
安
全
対

策
。

　
こ
れ
ら
４
項
目
の
対
応
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
「
船
員
を
守
り
、

船
を
守
り
、
海
上
輸
送
を
守
る
」

こ
と
を
政
府
に
対
し
提
言
を
行
っ

た
。

　
本
組
合
は
今
後
も
引
き
続
き
ペ

ル
シ
ャ
湾
内
に
取
り
残
さ
れ
て
い

る
船
員
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に

政
府
お
よ
び
関
係
機
関
の
取
り
組

み
に
よ
る
事
態
の
早
期
収
拾
を
強

く
求
め
て
い
く
。

　
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
通
峡
が
事
実
上
封
鎖
さ
れ
た
３
月
１
日
以
降
、
本
組
合
は
、
国
際
運
輸
労
連
（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）
お

よ
び
使
用
者
側
合
同
交
渉
団
（
Ｊ
Ｎ
Ｇ
）
に
よ
る
国
際
船
員
労
使
協
議
や
日
本
船
主
協
会
外
航
労
務
部
会
と
の
労

使
協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
海
事
局
お
よ
び
関
係
省
庁
に
対
し
て
、
国
に
よ
る
船
員
の
安
全
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
て
い
る
。

中道改革連合・立憲民主党・公明党合同国土交通部会で、船員の安全確保を要請する
田中伸一組合長代行（左）

組合要望に応える国民民主党玉木雄一郎代表（本組合政治参与）右から３人目

船
員
の
命
を
最
優
先
に
考
え
、政
府
を
あ
げ
て
対
応
す
る
よ
う
求
め
る

船
員
の
命
を
最
優
先
に
考
え
、政
府
を
あ
げ
て
対
応
す
る
よ
う
求
め
る

日本政府へ、ペルシャ湾内に残された日本政府へ、ペルシャ湾内に残された
船員の安全確保を要請船員の安全確保を要請

国民民主党安全保障調査会のようす
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団
側
は
異
論
な
い
と
の
考
え
を
示

し
た
。
ま
た
、
組
合
要
求
に
つ
い

て
は
、
真
摯
に
検
討
し
て
対
応
し

た
い
と
し
た
。 

第
２
回
交
渉�

３
月
９
日

　
３
月
９
日
の
13
時
40
分
か
ら
、

海
員
組
合
本
部
地
下
大
会
議
室
で

開
催
、
第
１
回
交
渉
で
仮
合
意
し

た
「
有
効
期
間
」
を
除
く
組
合
要

求
に
つ
い
て
逐
条
審
議
を
行
っ
た
。

　
船
団
側
は
、
組
合
要
求
の
基
本

給
に
つ
い
て
賃
金
改
善
の
必
要
性

は
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
物
価

高
騰
の
影
響
か
ら
ド
ッ
ク
費
用
や

船
用
費
な
ど
が
上
が
っ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高
騰
を

勘
案
す
れ
ば
真
摯
に
検
討
し
て
い

る
が
、
本
日
時
点
で
具
体
的
な
回

答
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
組
合
側
は
、
陸
上

諸
産
業
を
含
め
昨
年
以
上
に
、
賃

上
げ
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て

第
１
回
交
渉�

３
月
２
日

　
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
労
務
協
会

と
の
第
１
回
交
渉
は
、
13
時
30
分

か
ら
開
催
し
た
。
労
使
双
方
の
交

渉
委
員
を
確
認
し
た
後
、
船
団
側

を
代
表
し
猪
飼
康
之
会
長
、 

組
合

側
を
代
表
し
松
浦
満
晴
組
合
長

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

続
い
て
交
渉
委
員
会
運
営
を
確
認

し
た
後
、 

組
合
側
か
ら
要
求
の
趣

旨
説
明
を
、
船
団
側
か
ら
船
団
側

申
し
入
れ
事
項
の
趣
旨
説
明
を
行

っ
た
。

　
引
き
続
き
、
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ

ー
労
務
協
会
の
構
成
会
社
の
確
認

を
行
っ
た
後
、「
有
効
期
間
」
に
つ

い
て
は
労
使
双
方
の
申
し
入
れ
事

項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仮
合
意
と

し
た
。

　
交
渉
で
は
組
合
側
か
ら
、
期
限

内
自
主
円
満
解
決
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
船

日本カーフェリー交渉委員会日本カーフェリー交渉委員会

内航交渉委員会内航交渉委員会
内航二団体（内航労務協会・一洋会）内航二団体（内航労務協会・一洋会）

全内航交渉委員会全内航交渉委員会
第１回目からこれまでの経過

第１回目からこれまでの経過

第１回目からこれまでの経過

第
１
回
交
渉�

３
月
２
日

　
内
航
二
団
体
と
の
第
１
回
交
渉

は
、
14
時
30
分
か
ら
開
催
し
た
。

交
渉
委
員
会
は
組
合
側
幹
事
の
司

会
で
始
ま
り
、
労
使
双
方
の
交
渉

委
員
を
確
認
し
た
後
、
船
団
側
を

代
表
し
て
船
主
団
体
内
航
労
務
協

会
の
福
田
和
志
会
長
、 

組
合
側
を

代
表
し
て
松
浦
満
晴
組
合
長
が
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
次
に
交
渉
委
員
会
運
営
を
確
認

し
た
後
、
組
合
側
か
ら
要
求
に
つ

い
て
趣
旨
説
明
を
行
い
、
船
団
側

か
ら
、 

今
次
労
働
協
約
改
定
に
関

す
る
申
し
入
れ
は
な
い
と
の
報
告

が
な
さ
れ
た
。

　
交
渉
で
は
組
合
側
か
ら
、
組
合

要
求
に
対
す
る
考
え
方
を
質
し
た

と
こ
ろ
、
船
団
側
は
、
世
間
の
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
組
合
要
求
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
期
限
内
自
主

円
満
解
決
に
向
け
検
討
し
た
い
。

行
っ
て
い
る
中
、
組
合
要
求
は
昨

年
以
上
の
高
水
準
で
、
検
討
す
る

時
間
が
必
要
な
た
め
、
本
日
時
点

で
の
回
答
は
難
し
い
と
の
考
え
方

を
示
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
組
合
側
は
、
世
間

の
情
勢
や
人
材
確
保
の
観
点
か
ら

も
大
幅
な
賃
金
改
善
は
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
内
航
海
運
の
船
員
と

し
て
あ
る
べ
き
賃
金
を
要
求
し
て

い
る
こ
と
を
主
張
し
、
前
向
き
な

回
答
を
示
す
よ
う
求
め
た
。

　
第
３
回
交
渉
は
３
月
18
日
に
開

催
、
第
４
回
交
渉
を
３
月
24
日
に

開
催
し
た
が
、
組
合
要
求
の
「
長

期
乗
船
慰
労
金
」「
基
本
給
」
に
つ

い
て
、
具
体
的
回
答
を
示
さ
な
い

船
団
側
の
姿
勢
を
た
だ
し
、
議
論

は
平
行
線
を
た
ど
っ
た
た
め
、
船

団
側
に
解
決
に
向
け
た
鋭
意
検
討

を
行
い
次
回
交
渉
に
臨
む
よ
う
求

め
、
第
４
回
交
渉
を
中
断
終
了
し

た
。

第
１
回
交
渉�

３
月
２
日

　
全
内
航
と
の
第
１
回
交
渉
は
、

15
時
30
分
か
ら
開
催
し
た
。 

労

使
双
方
の
交
渉
委
員
を
確
認
し
た

後
、
船
団
側
を
代
表
し
て
関
田
拓

生
全
内
航
会
長
（
交
渉
委
員
長
）、 

組
合
側
を
代
表
し
て
松
浦
満
晴
組

合
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。 

次
に
交
渉
委
員
会
運
営
を

確
認
し
た
後
、
組
合
要
求
に
関
す

る
趣
旨
説
明
を
行
い
、
船
団
側
か

ら
、
今
次
労
働
協
約
改
定
に
関
す

る
申
し
入
れ
は
な
い
と
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。

　
交
渉
で
は
組
合
要
求
に
対
す
る

考
え
方
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
船
団

側
は
、
船
員
の
労
働
条
件
・
労
働

環
境
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
理
解
し
て
お
り
、
社
会

情
勢
や
内
航
海
運
業
界
の
現
状
を

踏
ま
え
、
期
限
内
解
決
に
向
け
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
年
間
臨
時
手

日
時
点
で
回
答
を
示
す
の
は
困
難

で
あ
る
と
の
考
え
方
を
示
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
組
合
側
は
、
陸
上

諸
産
業
で
も
昨
年
以
上
の
賃
上
げ

回
答
が
示
さ
れ
て
お
り
、
人
材
確

保
競
争
は
激
化
し
て
い
る
。
大
幅

な
賃
金
改
善
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
指
摘
し
た
が
、
船
団
側
は
具

体
的
な
回
答
を
示
さ
ず
、
議
論
は

平
行
線
を
た
ど
っ
た
。

　
ま
た
、
長
期
乗
船
慰
労
金
に
つ

い
て
船
団
側
は
、
要
求
趣
旨
は
理

解
し
て
い
る
も
の
の
、
船
団
内
部

で
具
体
的
な
回
答
が
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
本
日
時
点
で
の

回
答
は
難
し
い
と
し
た
。

　
第
３
回
交
渉
は
３
月
18
日
に
開

催
、
第
４
回
交
渉
を
３
月
24
日
に

開
催
す
る
も
、
組
合
要
求
に
具
体

的
回
答
を
示
さ
ず
、
議
論
は
平
行

線
を
た
ど
っ
た
た
め
、
船
団
側
に

解
決
に
向
け
た
内
部
検
討
を
求

め
、
交
渉
を
中
断
終
了
し
た
。

第３回内航交渉委員会（右が組合側）

第３回日本カーフェリー交渉委員会（右が組合側）

第３回全内航交渉委員会（右が組合側）

お
り
、
他
産
業
と
の
人
材
確
保
競

争
の
観
点
か
ら
も
大
幅
な
賃
金
改

善
は
必
要
で
あ
る
と
し
、
原
油
価

格
に
つ
い
て
も
一
過
性
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
は

切
り
離
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
、

前
進
し
た
考
え
方
を
示
す
よ
う
に

求
め
た
。

　
艤
装
員
手
当
に
つ
い
て
は
、
各

社
の
考
え
方
が
ま
と
ま
っ
て
お
ら

ず
、
本
日
時
点
で
は
回
答
が
難
し

い
と
し
た
。ま
た
、宿
泊
料
に
つ
い

て
は
要
求
趣
旨
は
理
解
し
て
い
る

も
の
の
、
支
給
基
準
を
超
え
た
場

合
に
実
費
支
給
し
て
い
る
の
で
、

文
言
は
追
加
せ
ず
運
用
で
十
分
で

は
な
い
か
と
の
回
答
を
示
し
た
。

　
第
３
回
交
渉
は
３
月
16
日
に
開

催
、
第
４
回
交
渉
を
３
月
23
日
に

開
催
す
る
も
議
論
は
平
行
線
を
た

ど
り
、
船
団
側
に
解
決
に
向
け
た

内
部
検
討
を
求
め
中
断
中
。

ま
た
、
年
間
臨
時
手
当
の
同
時
決

着
に
つ
い
て
、
船
団
側
は
異
論
な

い
と
し
た
。

　
最
後
に
「
有
効
期
間
」
に
つ
い

て
は
本
日
段
階
で
仮
合
意
と
し
、 

次
回
交
渉
を
３
月
11
日
に
関
西
地

方
支
部
で
開
催
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
第
１
回
交
渉
を
終
了
し
た
。

第
２
回
交
渉�

３
月
11
日

　
第
２
回
内
航
交
渉
委
員
会
は
、

３
月
11
日
の
14
時
か
ら
、
海
員
組

合
関
西
地
方
支
部
大
会
議
室
で
開

催
、
第
１
回
交
渉
で
仮
合
意
し
た

「
有
効
期
間
」
を
除
く
組
合
要
求

に
つ
い
て
逐
条
審
議
を
行
っ
た
。

　
船
団
側
は
、
組
合
要
求
の
基
本

給
に
つ
い
て
賃
金
改
善
の
必
要
性

は
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
昨
今

の
世
界
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
先

行
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。
ま

た
、
過
去
３
年
間
、
満
額
回
答
を

当
交
渉
の
同
時
決
着
に
つ
い
て
、

船
団
側
は
異
論
な
い
と
し
た
。

　
最
後
に
「
有
効
期
間
」
に
つ
い

て
は
本
日
段
階
で
仮
合
意
と
し
、 

次
回
交
渉
日
程
に
つ
い
て
は
、
３

月
11
日
に
関
西
地
方
支
部
で
開
催

す
る
こ
と
を
確
認
し
、
第
１
回
全

内
航
交
渉
委
員
会
を
終
了
し
た
。

第
２
回
交
渉�

３
月
11
日

　
第
２
回
全
内
航
交
渉
委
員
会

は
、
３
月
11
日
の
16
時
か
ら
海
員

組
合
関
西
地
方
支
部
大
会
議
室
で

開
催
し
、
第
１
回
交
渉
で
仮
合
意

し
た
「
有
効
期
間
」
を
除
く
組
合

要
求
に
つ
い
て
逐
条
審
議
を
行
っ

た
。

　
船
団
側
は
、
組
合
要
求
の
基
本

給
に
つ
い
て
、
海
運
業
界
に
船
員

を
呼
び
込
む
た
め
に
も
賃
金
改
善

の
必
要
性
は
理
解
し
て
い
る
も
の

の
、
イ
ラ
ン
問
題
な
ど
で
今
後
の

見
通
し
も
不
透
明
な
状
況
下
、
本

海員春闘

海員春闘

海員春闘

中央交渉

中央交渉

中央交渉
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九
州
関
門
地
方
支
部
は
、
３
月

18
日
に
大
分
地
区
と
福
岡
地
区

で
、
３
月
19
日
に
は
北
九
州
・
下

関
地
区
で
対
話
集
会
を
開
催
し
、

組
合
員
計
21
名
が
出
席
し
、
今
次

春
闘
に
期
待
す
る
声
を
寄
せ
た
。

　
各
地
区
の
対
話
集
会
で
は
、
は

じ
め
に
執
行
部
か
ら
、
日
本
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
交
渉
委
員
会
と
内
航
交

渉
委
員
会
、
全
内
航
交
渉
委
員
会

な
ど
、
組
合
本
部
で
行
わ
れ
て
い

る
各
船
団
と
の
中
央
交
渉
の
経
過

を
報
告
し
、
そ
の
後
、
九
州
関
門

地
方
支
部
が
担
当
す
る
各
社
と
の

交
渉
の
経
過
報
告
と
今
後
の
進
め

方
・
考
え
方
を
説
明
し
た
。

　
出
席
し
た
組
合
員
と
の
意
見
交

換
で
は
、
昨
今
の
世
界
情
勢
や
そ

の
影
響
に
よ
る
物
価
高
騰
を
は
じ

め
、
日
々
の
生
活
防
衛
手
段
と
し

て
の
賃
金
ア
ッ
プ
に
期
待
す
る
多

く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

出
席
者
の 

主
な
意
見
・要
望
な
ど

▽
燃
料
油
な
ど
も
高
騰
し
て
い
る

た
め
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
獲
得
に
向

け
て
交
渉
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

▽
今
年
は
例
年
に
比
べ
て
船
団
側

も
前
向
き
な
姿
勢
だ
と
感
じ
て
い

る
た
め
、
引
き
続
き
交
渉
を
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
陸
上
諸
産
業
の
満
額
回
答
が
報

道
さ
れ
る
な
か
、
海
事
産
業
も
負

け
な
い
よ
う
に
満
額
回
答
を
勝
ち

取
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

▽
物
価
上
昇
は
肌
身
で
感
じ
て
い

る
。
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
満
額
回

答
に
大
き
く
期
待
し
て
い
る
。

　
各
地
区
と
も
に
、
物
価
高
に
対

す
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、
各
諸
手
当

の
改
善
に
向
け
た
組
合
員
の
期
待

は
高
く
、
今
次
労
働
協
約
改
定
闘

争
で
は
、
現
場
組
合
員
の
負
託
に

九州関門地方支部

鹿児島支部

海員春闘

海員春闘

対話集会

対話集会

北九州・下関地区／福岡地区／大分地区北九州・下関地区／福岡地区／大分地区

地区対話集会地区対話集会

鹿児島地区鹿児島地区対話集会対話集会

　
３
月
17
日
、
鹿
児
島
支
部
で
地

区
対
話
集
会
を
開
催
し
、
全
国
委

員
を
含
む
組
合
員
32
人
が
出
席
、

　
今
次
労
働
協
約
改
定
交
渉
に
対

す
る
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
は
じ
め
に
二
神
健
太
鹿
児
島
支

部
長
か
ら
「
中
東
情
勢
の
混
迷
に

よ
る
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
、
昨

今
の
物
価
高
に
加
え
、
生
活
を
脅

か
す
不
安
材
料
が
増
え
、
個
人
消

費
も
低
迷
し
、
景
気
回
復
を
阻
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
生

活
環
境
か
ら
脱
す
る
た
め
に
も
、

大
幅
な
賃
金
改
善
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
船
員
の
働
く

海
運
業
界
に
お
い
て
も
、
組
合
員

の
要
求
を
勝
ち
取
り
、
盛
り
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

日
は
組
合
員
各
位
の
忌
憚
の
な
い

意
見
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
今
次
春
闘
の
中
央
交
渉

の
経
過
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、

鹿
児
島
支
部
の
担
当
各
社
と
の
労

働
協
約
改
定
交
渉
の
経
過
を
報
告

し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

出
席
者
の 

主
な
意
見
・要
望

▽
船
員
職
業
の
魅
力
回
復
や
物
価

高
騰
に
よ
る
生
活
水
準
の
維
持
に

向
け
て
、
満
額
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

獲
得
を
お
願
い
し
た
い

▽
食
料
金
と
正
月
用
潤
食
費
な
ど

の
改
定
に
つ
い
て

　
そ
の
ほ
か
、
諸
手
当
や
労
働
環

境
改
善
な
ど
、
今
次
春
闘
に
期
待

す
る
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。　

　
ま
た
、
海
員
春
闘
に
関
す
る
意

見
と
は
別
に
▽
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
状

況
や
、
船
員
の
安
否
な
ど
に
つ
い

て
の
意
見
・
質
問
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
船
員
し
ん
ぶ
ん
の
情
報
な

ど
を
用
い
て
説
明
し
、
理
解
を
深

め
た
。

　
最
後
に
、
今
次
春
闘
も
組
合
員

と
執
行
部
が
一
致
団
結
し
て
臨
ん

で
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
粘

り
強
く
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
、
各
地
区
対
話
集
会
を
終
了
し

た
。

日々 の物価上昇を肌で感じる
生活防衛に

賃金アップが不可欠

海員春闘のほか、
現在のペルシャ湾の船員を心配する

多くの声が寄せられる

大分地区

福岡地区

北九州・下関地区
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１
月
27
日
、
日
東
タ
グ
株
式
会

社
の
、
新
造
船
タ
グ
ボ
ー
ト
の

「
令
鳳
丸
」
が
就
航
し
、
大
阪
港

に
配
置
さ
れ
た
。
大
阪
港
は
港
湾

法
上
の
国
際
戦
略
港
湾
に
指
定
さ

れ
、
開
港
以
来
、
近
畿
圏
の
産
業

・
経
済
を
支
え
る
物
流
拠
点
と
し

て
機
能
し
、
年
間
の
入
港
隻
数
は

国
内
船
と
外
航
船
を
合
わ
せ
て
約

二
万
隻
を
誇
る
。

　
新
し
く
大
阪
港
に
配
置
さ
れ
た

「
令
鳳
丸
」は
、
船
舶
の
入
出
港
の

サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
港
内
に
お
け
る

火
災
や
油
流
出
な
ど
の
事
故
・
災

害
時
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
日
東
タ
グ
株
式
会
社
は
、
川
崎

汽
船
株
式
会
社
の
連
結
子
会
社

で
、
日
東
物
流
株
式
会
社
の
出
資

会
社
。
１
９
９
４
年
10
月
に
、
日

東
物
流
株
式
会
社
の
曳
船
・
海
運

部
門
を
分
社
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

瀬
戸
内
海
や
神
戸
・
大
阪
で
入
出

港
す
る
船
舶
が
安
全
に
航
行
・
離

接
岸
す
る
た
め
の
タ
グ
作
業
を
行

っ
て
い
る
。

　
特
に
海
上
防
災
で
は
、
１
９
６

０
年
代
か
ら
発
展
し
て
き
た
水
島

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
区
を
は
じ
め
、

阪
神
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
海
の
安

全
を
守
り
、
海
運
を
支
え
る
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
そ
し

て
、
安
全
を
提
供
し
信
頼
を
保
ち

続
け
る
た
め
、
慣
れ
や
慢
心
な
ど

令鳳丸が就航令鳳丸が就航
日東タグ株式会社

シーレイディシーレイディが就航が就航
九州商船株式会社

　
春
の
足
音
を
感
じ
る
穏
や
か
な

日
と
な
っ
た
３
月
５
日
、
長
崎
県

の
五
島
列
島
と
佐
世
保
港
を
結
ぶ

新
造
高
速
船
「
シ
ー
レ
イ
デ
ィ
」

が
就
航
し
た
。

　
本
船
は
、
か
つ
て
九
州
商
船
株

式
会
社
が
、
新
上
五
島
町
か
ら
委

託
さ
れ
て
運
航
し
て
い
た
「
び
っ

ぐ
あ
ー
す
２
号
」
の
代
替
船
と
し

て
、
長
崎
県
離
島
航
路
対
策
協
議

会
佐
世
保
～
上
五
島
分
科
会
の
承

認
を
受
け
て
建
造
さ
れ
た
。
九
州

商
船
株
式
会
社
が
運
航
す
る
高
速

船
シ
リ
ー
ズ
で
は
４
番
船
と
な
る
。

　
本
船
の
基
本
的
な
設
計
は
こ
れ

ま
で
の
既
存
船
と
同
様
で
あ
る

が
、
木
材
を
使
用
し
た
内
装
が
大

き
な
特
徴
で
、
客
室
に
入
れ
ば
、

新
築
の
木
造
住
宅
の
よ
う
な
心
地

よ
い
木
の
香
り
に
包
ま
れ
る
。
ま

た
、
船
内
に
は
国
産
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
が
採
用
さ
れ
、
五
島
列
島

に
点
在
す
る
教
会
を
連
想
さ
せ

る
、
観
光
促
進
の
狙
い
も
。

　
そ
の
ほ
か
、
利
用
客
か
ら
の
要

望
を
踏
ま
え
、
椅
子
席
や
手
荷
物

ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
し
て
利
便
性
の

充
実
を
図
り
、
船
底
に
付
着
し
摩

擦
抵
抗
と
な
る
海
洋
生
物
や
汚
れ

を
防
止
す
る
た
め
の
機
器
も
新
設

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ド
ッ
ク
出
渠

か
ら
入
渠
ま
で
の
１
年
間
を
通
じ

て
安
定
し
た
速
力
で
航
行
で
き
、

メ
イ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
負
荷
上
昇
や

振
動
発
生
に
よ
る
乗
り
心
地
の
悪

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
船
は
長
崎
県
小
値
賀
島
か
ら

宇
久
島
・
佐
世
保
港
間
の
航
路
に

就
航
し
、
航
路
の
充
実
化
で
島
民

の
利
便
性
向
上
と
交
流
人
口
の
拡

大
に
貢
献
す
る
こ
と
に
期
待
さ
れ

て
い
る
。
自
然
豊
か
な
小
値
賀
島

と
宇
久
島
を
訪
れ
る
際
は
、
速

く
、
快
適
な
船
旅
を
約
束
す
る
シ

ー
レ
イ
デ
ィ
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

�

《
長
崎
支
部
＝
発
信
》

後列左から寺崎茂美 一機士、清水利治船長、生森務浩機関長、洲﨑政矢職場委員
前列左から吉田拓也機関員、宮本真芳一航士

新造船

新造船

操舵室 機関室

船内のステンドグラス

お
ご
る
こ
と
な
く
常
に
初
心
で
臨

む
＝
「
ゼ
ロ
の
心
」
で
海
と
関
わ

る
こ
と
を
使
命
と
し
て
、
海
運
産

業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
令
鳳
丸
で
は
、
本
船
を
巧
み
に

操
船
す
る
ベ
テ
ラ
ン
の
船
長
を
は

じ
め
、
船
体
整
備
・
エ
ン
ジ
ン
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
乗
組
員
全

員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
安
全
運

航
と
港
で
の
タ
グ
作
業
に
努
め
て

い
る
。
令
鳳
丸
の
こ
れ
か
ら
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

�

《
関
西
地
方
支
部
＝
発
信
》

常
に
初
心
で
臨
む
＝「
ゼ
ロ
の
心
」
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２
月
20
日
、
北
海
道
地
方
支

部
、
道
北
支
部
は
、
水
産
庁
北
海

道
漁
業
調
整
事
務
所
を
訪
問
し
、

違
法
漁
船
の
廃
絶
と
違
法
カ
ニ
か

ご
の
撤
去
継
続
を
要
請
し
た
。

　
申
し
入
れ
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

で
操
業
す
る
沖
合
底
曳
網
漁
船
で

違
法
カ
ニ
籠
が
網
に
か
か
る
被
害

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
水
産
庁

漁
業
取
締
船
に
よ
る
違
法
漁
船
の

取
り
締
ま
り
強
化
を
求
め
る
内
容

で
、
山
﨑
秀
和
北
海
道
地
方
支
部

長
か
ら
漁
業
監
督
官
に
対
し
、
違

法
漁
船
が
現
れ
る
時
間
帯
や
操
業

中
に
違
法
カ
ニ
籠
を
引
き
上
げ
た

地
点
の
情
報
を
提
供
し
取
り
締
ま

り
の
強
化
を
求
め
た
。
申
し
入
れ

に
は
北
雄
丸
の
犬
伏
広
幸
漁
労
長

が
同
行
し
、
漁
業
調
整
事
務
所
か

ら
は
、
日
本
の
領
海
で
違
法
に
操

業
す
る
外
国
漁
船
の
追
い
出
し
を

さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
述

べ
ら
れ
た
。

　
２
０
２
６
年
３
月
25
日

�

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
４
４　
東
海
汽
船�

大
井　
康
平

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　
　
《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
企
業
単
位　
０
４
４　
東
海
汽
船�

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
６
年
３
月
25
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
４
月
４
日
ま
で

　
候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
４
月
５
日

　
投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
４
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
５
月
４
日
ま
で

　
当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
５
月
５
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　
（
１
）
企
業
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

�

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

�

以　
上

オホーツク海オホーツク海のの違法漁船違法漁船のの
取り締まり強化取り締まり強化をを要請要請

道北支部

　
３
月
22
日
、
静
岡
県
・
焼
津
港

か
ら
、
株
式
会
社
永
盛
丸
の
新
造

船
・
遠
洋
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
船

「
第
八
永
盛
丸
」（
５
９
９
ト
ン
）

が
出
港
し
た
。
第
八
永
盛
丸
に
は

日
本
人
13
人
と
外
国
人
14
人
が
乗

り
組
ん
で
い
る
。

　
新
造
船
の
第
八
永
盛
丸
は
、
船

齢
30
年
を
迎
え
た
旧
「
第
八
永
盛

丸
」
の
代
替
船
と
し
て
、
常
石
三

保
造
船
で
建
造
さ
れ
た
。
船
は
水

産
庁
の
「
も
う
か
る
漁
業
」
を
活

用
し
、
操
業
の
効
率
化
と
省
エ
ネ

に
よ
る
収
益
性
の
向
上
、
そ
し
て

漁
船
員
不
足
に
対
応
す
べ
く
、
後

継
者
確
保
に
向
け
た
労
働
環
境
の

改
善
な
ど
「
改
革
型
漁
船
」
と
し

て
建
造
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

　
船
内
は
操
業
効
率
の
向
上
を
視

野
に
、
自
動
釣
り
機
を
設
置
し
、

１
年
目
は
３
台
搭
載
し
て
操
業
す

る
が
、
最
大
９
台
を
搭
載
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

初
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
Ａ
Ｉ

を
用
い
た
漁
場
探
索
お
よ
び
魚
の

獲
れ
る
場
所
を
予
測
す
る
シ
ス
テ

ム
を
搭
載
し
、
漁
獲
情
報
な
ど
の

デ
ー
タ
の
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
て
、
よ
り
精
度

の
高
い
漁
場
探
索
・
予
想
が
可
能

と
な
る
。

　
カ
ツ
オ
や
ビ
ン
チ
ョ
ウ
マ
グ
ロ

な
ど
の
漁
獲
物
の
流
通
・
販
売
に

つ
い
て
も
、
輸
出
や
地
産
地
消
な

ど
全
般
的
な
流
通
に
力
を
入
れ
、

特
に
会
社
が
本
社
を
置
く
西
伊
豆

の
鰹
節
業
者
に
は
、
西
伊
豆
の
郷

土
食
品
「
潮
が
つ
お
」
と
し
て
販

株式会社 永盛丸

売
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
船
員
の
居
住
区
や
食
堂

も
拡
充
さ
れ
、
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入

新造船

遠洋カツオ一本釣り漁船遠洋カツオ一本釣り漁船
「「第八永盛丸第八永盛丸」が出港」が出港

高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
や

自
動
釣
り
機
な
ど
、
労
働
環
境
を
大
き
く
改
善

す
る
こ
と
で
、
漁
獲
の
情
報
や
操

業
効
率
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
乗

組
員
と
そ
の
家
族
や
友
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
福
利

厚
生
面
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。「
第
八
永
盛
丸
」
の
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

�

《
静
岡
支
部
＝
発
信
》

左から渡邊長寿道北支部長、犬伏広幸漁労長、山﨑秀和北海道地方支部長

水産庁北海道漁業調整事務所

申し入れでの意見交換のようす

自動釣り機
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Illustration by toshi@maru

「
ザ・ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」に
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
の
便
り
で
す
。

メ
ダ
カ�

愛
媛
県  

く
ー
ち
ゃ
ん

　
今
年
も
越
冬
し
た
メ
ダ
カ
た
ち
が

少
し
ず
つ
え
さ
を
食
べ
始
め
ま
し

た
。
日
差
し
の
当
っ
た
メ
ダ
カ
は
と

て
も
き
も
ち
良
さ
そ
う
で
す
。

�

（
日
本
栄
船
）

花
粉
症�

愛
知
県  

鈴
木
春
秋

　
春
ら
し
い
気
候
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
花
粉
症
で
目
が
か
ゆ
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
心
配
で
す
。�（
日
本
郵
船
）

植
物�
愛
知
県  

海
の
ト
リ
ト
ン

　
先
日
、
知
り
合
い
の
方
か
ら
植
物

を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
サ
カ
キ
）。

適
度
な
水
や
り
な
ど
し
て
日
々
楽
し

ん
で
い
ま
す
。�
（
日
本
郵
船
）

春
の
味
覚�

静
岡
県  

常
定
美
和

　
春
「
コ
ゴ
ミ
」「
ツ
ク
シ
」
海
に

は
「
ア
カ
モ
ク
」「
ア
ン
ト
ク
メ
」

な
ど
美
味
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。

�

（
双
葉
商
会
）

春�

福
岡
県  

あ
い
ち
ゃ
ん

　
段
々
と
暖
か
い
日
が
多
く
な
り
動

き
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
帰

っ
て
き
た
ら
旅
行
に
行
き
ま
せ
ん
か

？
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
か
ア
ク
テ
ィ
ブ
ツ

ア
ー
か
今
か
ら
考
え
て
お
き
ま
す

ね
。�

（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

一
度
観
た
ら
虜
に
！

�

神
奈
川
県  

Ｋ
Ｂ
Ｔ
応
援
家
族

　
数
年
前
か
ら
わ
が
家
の
趣
味
は
Ｂ

リ
ー
グ
（
プ
ロ
バ
ス
ケ
）
観
戦
！
陸

で
は
独
特
の
空
気
感
の
中
で
楽
し
め

る
会
場
で
、
船
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
お
か
げ
で
画
面
越
し
で
す
が
バ

ッ
チ
リ
楽
し
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
Ｎ
Ｙ
Ｋ  

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ  

Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
）

雪
は
も
う�

北
海
道  

澤
口
葉
子

　
日
が
長
く
な
っ
て
き
て
春
は
も
う
、

す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
も
う

雪
は
降
ら
な
い
で
ほ
し
い
な
ぁ
～
と

毎
日
思
っ
て
い
ま
す
。�
（
函
館
マ
リ
ン
）

ぼ
く
の
ゆ
め�

石
川
県  
ひ
な
た

　
ぼ
く
は
、
卒
園
式
で
、
ひ
こ
う
き

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
み
ん
な

を
ま
も
り
た
い
と
い
い
ま
し
た
。
が

ん
ば
り
ま
す
。�

（
日
本
海
洋
事
業
）

春
の
香�

東
京
都  

セ
ブ
ン

　
鉢
で
育
て
て
い
る
わ
が
家
の
沈
丁

花
が
今
年
も
咲
き
ま
し
た
。
ふ
わ
っ

と
香
る
春
の
匂
い
が
大
好
き
で
す
。

（
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
マ
リ
ン
＆
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）

卒
園
式
と
入
学
式

�

青
森
県  

久
保
美
星
叶

　
卒
園
式
に
パ
パ
と
マ
マ
が
来
て
く

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。
入
学
式

は
船
に
乗
る
の
で
マ
マ
だ
け
で
、
寂

し
い
で
す
。
パ
パ
、
頑
張
っ
て
。

�

（
エ
ネ
オ
ス
・
オ
ー
シ
ャ
ン
）

風
物
詩�

静
岡
県  

森
本
マ
リ

　
こ
こ
数
日
15
度
を
超
え
る
日
も
あ

り
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
で
春
の
訪
れ
を
感

じ
ま
す
。
花
見
、
入
学
式
、
う
ぐ
い

す
の
鳴
き
声
。
春
の
風
物
詩
も
近
い

で
す
ね
。�

（
日
本
ガ
ス
ラ
イ
ン
）

冬
の
終
わ
り�

新
潟
県  

お
は
ぎ

　
タ
イ
ヤ
交
換
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

長
か
っ
た
冬
の
終
わ
り
を
実
感
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
春
の
お
出
か
け
が

楽
し
み
で
す
。�

（
佐
渡
汽
船
）

春
の
宴�

福
岡
県  

は
ー
ち
ゃ
ん

　
今
年
も
山
の
仲
間
た
ち
と
桜
見
を

し
ま
す
。
毎
年
し
て
い
ま
す
が
、
桜

を
見
る
の
は
初
め
だ
け
。
後
は
美
味

し
い
お
酒
と
お
つ
ま
み
で
、
宴
も
た

け
な
わ
で
す
。�

（
西
部
タ
ン
カ
ー
）

観
戦
三
昧�

埼
玉
県  

金
田
和
彦

　
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち

に
、
野
球
Ｗ
Ｂ
Ｃ
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
６
月
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ル
ド
カ
ッ
プ
が
始
ま
り
ま
す
。

�

（
日
本
海
洋
事
業
）

再
収
穫�

兵
庫
県  

時
子

　
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
豆
苗
を
食
べ

た
あ
と
、
水
を
か
え
て
再
収
穫
し
て

い
ま
す
。
日
当
た
り
の
よ
い
と
こ

ろ
に
置
く
と
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。

�

（
栗
林
マ
リ
タ
イ
ム
）

季
節
の
便
り�

北
海
道  

き
り
ん

　
北
か
ら
南
か
ら
雪
の
便
り
、
花
の

便
り
。
日
本
は
広
い
な
ぁ
と
、
毎
回

楽
し
み
に
、
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。�
（
川
崎
近
海
汽
船
）

ミ
モ
ザ�

鹿
児
島
県  

石
畑
京
子

　
最
近
ミ
モ
ザ
の
黄
色
い
花
を
見
か

け
ま
し
た
。
春
ら
し
い
暖
か
さ
を
感

じ
ま
し
た
。�

（
マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
）

待
ち
遠
し
い

�

大
阪
府  

坂
東
由
芙

　
春
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す
。
桜
が

さ
い
た
ら
お
花
見
が
し
た
い
で
す
。

�

（
川
崎
近
海
汽
船
）

散
歩�

京
都
府  

フ
レ
ー
ル
の
兄

　
犬
の
散
歩
も
楽
し
く
歩
け
る
季
節

と
な
っ
て
来
ま
し
た
。
白
梅
、
赤
梅

を
見
な
が
ら
桜
は
い
つ
か
な
～
と
思

っ
て
い
ま
す
。�

（
ニ
ッ
ス
イ
マ
リ
ン
）

支
え
合
い�

鹿
児
島
県  

木
蓮

　
今
年
も
、
卒
業
、
就
職
と
忙
し
な

い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
新
人

さ
ん
と
迎
え
る
方
々
と
支
え
合
っ
て

い
け
る
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。

�

（
深
田
サ
ル
ベ
ー
ジ
建
設
）

イ
ノ
シ
シ�

新
潟
県  

吉
谷
ま
り

　
イ
ノ
シ
シ
が
山
か
ら
降
り
て
来
て

家
の
畑
の
小
屋
に
逃
げ
こ
ん
で
猟
友

会
の
人
と
駐
在
さ
ん
と
区
役
所
の
職

員
三
人
で
取
り
押
さ
え
ま
し
た
。
大

き
な
メ
ス
の
イ
ノ
シ
シ
で
し
た
。

�

（
日
本
海
曳
船
）

北
の
味
覚�

千
葉
県  

鈴
木
一
惠

　
サ
ン
マ
漁
に
行
く
と
、
北
海
道
や

東
北
の
漁
師
さ
ん
た
ち
と
親
し
く
な

る
ら
し
く
、
息
子
の
元
へ
北
国
の
貝

や
魚
、
調
味
料
な
ど
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
家
族
は
美

味
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
感
謝
。�

（
角
万
水
産
）

あ
っ
と
い
う
間�

広
島
県  

く
り

　
今
年
も
一
月
、
二
月
と
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
り
、
三
月
に
入
り
ま
し

た
。
時
間
が
過
ぎ
る
の
が
早
い
…
足

を
痛
め
た
の
で
治
る
の
も
早
く
な
っ

て
ほ
し
い
な
。�

（
宮
崎
産
業
海
運
）

イ
ン
コ�

神
奈
川
県  

石
原
旬

　
家
で
飼
っ
て
い
る
イ
ン
コ
が
僕
に

と
て
も
な
つ
い
て
い
て
か
わ
い
い
で

す
。
エ
サ
や
水
の
交
換
も
家
族
の
中

で
僕
が
一
番
お
世
話
し
て
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

�

（
ダ
イ
ト
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

囀
り�

北
海
道  
み
っ
ち
ゃ
ん

　
う
ぐ
い
す
は
「
春
告
鳥
」
と
も
言

わ
れ
る
春
の
鳥
。
素
敵
な
呼
び
名
な

の
で
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
雪
解

け
に
春
を
感
じ
な
が
ら
、
朝
に
夕
に

聞
こ
え
る
う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。�

（
ア
ウ
ル
）

⑥

ル
ビ
ー
の
指
輪
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

波
は
な
い
。
風
だ
っ
て
な
い
。

そ
れ
で
も
、
難
破
船
の
ほ
う
は
、

ど
こ
か
し
ら
で
、
ぎ
し
ぎ
し
と
音

が
し
て
い
る
。
板
の
す
き
間
、
手

す
り
の
ゆ
が
み
、
階
段
の
ひ
ず
み
。

ど
こ
も
、
ま
だ
ま
だ
。
な
ぎ
お
さ

ん
の
直
し
を
待
っ
て
る
み
た
い
だ
。

カ
ピ
タ
ン
と
の
、
会
話
が
は
じ

ま
っ
て
い
た
。

「
で
、
国
は
ど
こ
か
。
お
れ
た

ち
は
イ
ス
パ
ニ
ア
」

ス
ペ
イ
ン
の
こ
と
だ
な
。
な
ら

ば
、
き
か
れ
て
る
の
は
国
だ
な
。

「
日
本
じ
ゃ
が
、
た
し
か
、
お
ま

え
さ
ん
ら
の
国
で
は
ジ
パ
ン
グ
と

よ
ぶ
ん
じ
ゃ
ろ
。
ジ
パ
ン
グ
じ
ゃ
」

「
お
う
」

海
賊
た
ち
が
、
お
ど
ろ
い
た
声

を
そ
ろ
え
た
。
な
ぎ
お
さ
ん
の
カ

ン
は
、
あ
た
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

み
ん
な
お
ど
ろ
い
た
の
に
は
、

わ
け
が
あ
る
。
ジ
パ
ン
グ
は
黄
金

の
国
だ
っ
て
う
わ
さ
だ
。
な
ん
で

も
屋
根
ま
で
金
の
建
物
が
あ
る
。

東
洋
の
は
し
っ
こ
の
、
小
さ
な

島
国
だ
っ
て
い
う
の
に
。

た
し
か
に
そ
ん
な
寺
は
あ
る
。

京
都
に
あ
る
金
閣
寺
だ
。
そ
の
う

わ
さ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
、
大
げ
さ

に
つ
た
わ
っ
て
た
っ
て
わ
け
だ
。

す
げ
え
っ
。
こ
の
貧
乏
く
さ
い

じ
い
さ
ん
、
そ
の
ジ
パ
ン
グ
の
！

お
ど
ろ
き
声
に
は
、
そ
ん
な
の

が
つ
ま
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

「
こ
ん
な
も
の
が
、
カ
ピ
タ
ン
」

グ
ス
タ
フ
が
見
つ
け
た
。
海
賊

な
か
ま
で
、
い
ち
ば
ん
の
若
い
や

つ
だ
。
見
つ
け
た
の
は
、
三
本
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。
な
ぎ
お
さ
ん
が

修
理
中
の
船
に
持
ち
こ
ん
で
た
も

の
だ
。

冬
は
の
ど
が
か
わ
か
な
い
。
い

つ
の
間
に
か
増
え
て
る
水
だ
っ
た
。

カ
ピ
タ
ン
が
ボ
ト
ル
を
手
に
と

っ
た
。
中
身
は
水
ら
し
い
。

だ
け
ど
、
な
ん
な
ん
だ
、
こ
の

ボ
ト
ル
は
。
に
ぎ
る
と
へ
こ
む
。

お
れ
た
ち
の
は
、
み
ん
な
ガ
ラ
ス

だ
し
、
ふ
た
は
コ
ル
ク
だ
。
ど
う

や
っ
て
あ
け
る
ん
だ
？

「
や
め
た
ほ
う
が
い
い
で
す
ぜ
、

カ
ピ
タ
ン
。
も
し
か
し
た
ら
、
毒

水
で
、
こ
の
船
の
み
ん
な
が
、
そ

れ
で
や
ら
れ
た
の
か
も
で
す
ぜ
」

年
か
さ
の
海
賊
、
ボ
ー
ス
ン

だ
。
か
み
の
毛
よ
り
も
ひ
げ
の
ほ

う
が
豊
か
だ
。
左
目
に
黒
い
眼
帯

を
か
け
て
い
る
。

「
お
れ
、
飲
ん
で
み
ま
す
、
ボ

ー
ス
ン
。
い
い
で
し
ょ
、
カ
ピ
タ

ン
。
こ
の
じ
い
さ
ん
、
死
神
に
も

見
え
な
い
し
」

な
ん
て
こ
と
い
う
ん
だ
、
グ

ス
タ
フ
は
。
コ
ト
バ
が
通
じ
な
い

か
ら
い
い
っ
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
の

に
。
グ
ス
タ
フ
は
、
開
け
か
た
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
強
く
に
ぎ
っ

た
り
、
た
た
い
た
り
。

「
か
せ
」

な
ぎ
お
さ
ん
が
、
う
ば
い
と
る

み
た
い
に
し
て
、
せ
ん
を
ひ
ね
っ

た
。
そ
れ
か
ら
ひ
と
口
、
ぐ
い
っ

と
飲
ん
で
み
せ
た
。

の
ど
が
ご
く
り
と
鳴
っ
た
。

ボ
ー
ス
ン
の
の
ど
だ
。

み
ん
な
ワ
イ
ワ
イ
だ
。
ボ
ト

ル
は
三
本
だ
け
ど
、
海
賊
た
ち
は

三
十
人
く
ら
い
い
る
。
た
っ
た
の

ひ
と
口
ず
つ
く
ら
い
の
回
し
飲
み

だ
っ
た
。

な
ぎ
お
さ
ん
に
は
想
像
が
つ

く
。
き
れ
い
な
真
水
は
船
で
は
何

よ
り
貴
重
だ
。
ど
ん
な
に
し
ば
ら

く
ぶ
り
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

「
カ
ピ
タ
ン
、
こ
ん
な
も
の
も
」

ま
た
見
つ
け
た
の
は
、
グ
ス
タ

フ
だ
。
か
い
中
電
灯
だ
け
ど
、
な

に
か
わ
か
ら
な
い
。
銀
色
の
筒
、

ガ
ラ
ス
の
中
に
丸
い
、
こ
れ
も
ガ

ラ
ス
の
た
ま
が
か
く
れ
て
る
。

「
こ
れ
は
な
」

な
ぎ
お
さ
ん
が
、
ス
イ
ッ
チ
を

オ
ン
に
し
た
。

わ
っ
、と
み
ん
な
と
び
の
い
た
。

「
ラ
ン
プ
か
」

「
ど
う
や
っ
て
火
を
つ
け
た
？

魔
法
の
ラ
ン
プ
だ
っ
」

「
こ
れ
は
な
、
か
い
中
電
灯
と

い
う
て
な
、
そ
う
、
お
ま
え
さ
ん

ら
の
ラ
ン
プ
と
お
な
じ
じ
ゃ
な
。

明
か
り
は
電
池
な
ん
じ
ゃ
が
、
見

る
か
？
」

お
し
り
か
ら
電
池
を
と
り
出
し

て
見
せ
た
。
み
ん
な
お
で
こ
を
く

っ
つ
け
あ
っ
た
。目
を
丸
く
し
て
。

こ
の
じ
い
さ
ん
幽
霊
じ
ゃ
な
い

に
し
て
も
魔
法
つ
か
い
か
も
し
れ

な
い
。
黒
ネ
コ
の
手
下
も
つ
れ
て

る
し
。
だ
と
し
た
ら
、
乱
暴
な
ん

か
す
る
な
。
ご
き
げ
ん
と
れ
。

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
ど

う
か
。
き
っ
と
そ
う
だ
。
カ
ピ
タ

ン
も
ボ
ー
ス
ン
も
、
た
い
ど
が
ず

い
ぶ
ん
か
わ
っ
て
き
て
た
。

「
こ
れ
を
く
れ
な
い
か
。
こ
の

指
輪
を
や
る
」

「
物
ぶ
つ
こ
う
か
ん
か
。
高
か

ろ
う
に
い
い
の
か
。
わ
し
の
ほ
う

に
は
も
う
、
な
に
も
な
い
ぞ
」

い
い
よ
う
だ
。
大
喜
び
し
た
の

は
カ
ピ
タ
ン
の
ほ
う
だ
っ
た
。

指
輪
の
石
は
大
つ
ぶ
で
、
ル
ビ

ー
か
も
し
れ
な
い
の
が
、
赤
く
に

ぶ
く
光
っ
て
い
た
。

ボ
ー
ス
ン
が
、
空
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
だ
い
じ
そ
う
に
か
か
え
た
。

二
隻
の
船
は
満
月
の
照
ら
す
海

を
南
と
北
へ
別
れ
て
い
た
。

満
月
に
海
賊
船
が
や
っ
て
来
る

大
原
興
三
郎
　
文

二
井
野
ま
こ
　
画

童
話
・
潮
の
香
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《
材
料  

２
人
分
》

　
ニ
ン
ニ
ク
・
シ
ョ
ウ
ガ
各
１
片
、
Ａ

（
花
椒
（
ホ
ー
ル
・
ホ
ア
ジ
ャ
オ
）
２
～

３
粒
、
赤
唐
辛
子
（
輪
切
り
）
小
さ
じ

１
、
豆
板
醤
（
ト
ウ
バ
ン
ジ
ャ
ン
）
小
さ

じ
１
～
２
）
、
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
２
、
Ｂ

（
水
８
０
０
㏄
、
鶏
が
ら
ス
ー
プ
の
素
大

さ
じ
１
～
２
、
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
２
、
塩

ひ
と
つ
ま
み
）
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

切
っ
た
お
好
み
の
具
材
適
量
。

《
作
り
方
》

①
ニ
ン
ニ
ク
と
シ
ョ
ウ
ガ
は
粗
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。
花
椒
は
ラ
ッ
プ
で
包
み
、

瓶
の
底
な
ど
で
軽
く
つ
ぶ
す
。

②
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
と
ニ
ン
ニ
ク
、
シ
ョ
ウ

ガ
を
入
れ
、
弱
火
に
か
け
て
炒
め
る
。

香
り
が
し
だ
し
た
ら
Ａ
を
加
え
、
さ
ら

に
炒
め
る
。

③
Ｂ
を
加
え
、
火
を
強
め
て
煮
立
た
せ
る
。

味
見
を
し
て
、
辛
さ
が
足
り
な
い
場
合

は
豆
板
醤
（
分
量
外
）
を
足
す
。

④
火
が
通
り
に
く
い
具
材
か
ら
加
え
て
煮

る
。

【
ポ
イ
ン
ト
＆
ア
レ
ン
ジ
】

　
水
で
も
ど
し
た
春
雨
、
お
好
み
の
薄
切

り
肉
、
魚
介
類
、
キ
ノ
コ
類
、
チ
ン
ゲ
ン

菜
、
豆
苗
、
長
ネ
ギ
、
ニ
ラ
、
水
餃
子
な

ど
。

簡単マーラータン
（麻辣湯）

Ａ
～
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

①
水
戸
黄
門
の
…
…
の
御
紋

④
大
河
ド
ラ
マ
…
…
兄
弟
！

⑦
度
量
が
大
き
い
こ
と

⑨
十
二
支
の
２
番
目

⑩
対
義
語
は
塩
基

⑪
食
器
を
ふ
く
布

⑫
Ｆ
で
表
す
温
度

⑭
本
を
読
む
こ
と

⑯
見
物
し
て
回
る
こ
と

⑱
気
が
合
う
仲
間
、
ナ
ニ
が
合

う
？

⑳
酒
井
法
子
主
演
ド
ラ
マ
「
星

の
…
…
」

�
春
の
七
草
の
一
つ

�
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
小
説

「
…
…
と
罰
」

�
市
場
の
番
人
、
公
認
…
…

�
木
の
年
齢
が
分
か
り
ま
す

�
…
…
物
と
は
落
と
し
物

①
サ
ハ
ラ
砂
漠
が
あ
る
大
陸

②
春
の
足
…
…
。
…
…
沙
汰

③
や
せ
が
え
る　
負
け
る
な　
　

…
…
こ
れ
に
あ
り

④
鬼
の
パ
ン
ツ
は
…
…
の
皮

⑤
昔
は
江
戸
と
言
い
ま
し
た

⑥
切
手
の
穴
は
…
…
目

⑧
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
地
上
最
初

の
女
性
。
…
…
の
箱

⑪
…
…
鳥
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

⑬
…
…
あ
か
つ
き
を
覚
え
ず

⑮
肉
を
い
ぶ
し
た
保
存
食
品

⑰
幼
虫
に
羽
が
生
え
る
こ
と

⑲
空
室
は
あ
り
ま
せ
ん

⑳
油
揚
げ
入
り
の
…
…
そ
ば

�
対
義
語
は
文
系

�
フ
ル
ー
ト
は
…
…
楽
器

�
…
…
の
上
に
も
三
年

▼�

は
が
き
に
答
え
、会
社
、住

所
、氏
名
、年
齢
、日
々
の
出

来
事
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。正
解
者
に
は
抽
選
で
、

ま
た「
わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
」

欄
の
掲
載
者
に
も
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。イ
ラ
ス

ト
や
俳
句
な
ど
の
作
品
も
会

社
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

▼�
送
り
先
＝
〒
１
０
６

－

０
０ 

３
２　
東
京
都
港
区
六
本
木

７

－

15

－

26

　
全
日
本
海
員
組
合  
広
報
室

▼
締
め
切
り
＝
４
月
15
日

▼
前
号
答
え
＝
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

問
題

み
ん
な
の
イ
ラ
ス
ト

福岡県  藤枝和花

広島県  まさみ

愛知県  ちゅりん

岡山県  いっちゃん

広島県  石川なぎさ

福岡県  なぎさちゃん

福岡県  島田みおり

千葉県  パワーパフガールズ

山
口
県
  ゆ
き
な

山
口
県
  え
な
こ

山
口
県
  そ
う
ち
ゃ
ん
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�

北
海
道  

坂
本
俊
男

雪
の
宿
音
消
え
匂
う
湯
の
香

雲
合
い
の
覗
く
朝
日
の
春
め
き
て

�

茨
城
県  

田
中
勝
枝

雨
上
り
庭
の
あ
ち
こ
ち
菖
蒲
の
芽

波
止
場
よ
り
眺
む
る
高
き
春
の
山

�

山
口
県  

と
き
ど
き
晴
れ

梅
見
酒
乙
女
復
活
に
ぎ
や
か
し

��

福
岡
県  

み
こ
ち
ゃ
ん

小
鳥
の
巣
見
つ
け
て
背
の
び
老
二
人

啓
蟄
や
土
竜
う
ず
う
ず
穴
を
掘
る

��

鳥
取
県  

パ
ー
ル

謝
恩
会
涙
と
拍
手
入
り
乱
れ

墓
参
り
冷
た
き
風
や
春
彼
岸

�

兵
庫
県  

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

春
彼
岸
墓
石
ぬ
く
も
る
春
の
陽

春
の
日
や
道
を
染
め
た
る
菜
の
花
黄

�

和
歌
山
県  

の
ぐ
の
ぐ

梅
花
散
り
豊
作
願
い
消
毒
す

�

兵
庫
県  

ネ
ー
コ

打
ち
上
が
る
拾
ふ
若
布
や
そ
こ
そ
こ
に

春
一
番
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
砂
あ
ら
し

�

北
海
道  

北
の
ニ
シ
パ

石
狩
の
浜
に
広
が
る
柏
の
木

 

枯
葉
そ
よ
そ
よ
春
を
待
つ

�

茨
城
県  

田
中
敏
光

春
近
し
硬
い
つ
ぼ
み
の
桜
見
て

 

ま
だ
か
ま
だ
か
と
指
折
る
日
々
よ

�

東
京
都  

Ｔ
・
ト
シ
ヤ
ス

穏
や
か
な
青
空
の
も
と
土
手
堤
み
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い
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京
都
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足
立
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雨
の
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も
決
ま
っ
た
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ー
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万
歩

俳
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短
歌

川
柳

　


